


















































ミュータンスレンサ球菌であるS. mutans､ S. sobrinus､ミュータンス以外のレンサ球菌としてS.
sanguinis､ S. mitisを用い,これら細菌をグルコース含有培地で培養後,各種糖類添加後の酸産生速度を測定
している｡糖類はグルコース,スクロース,マルトース,ジャガイモ由来デソプソを用いている｡デソプンは
水溶後,湯煎にかけ,調理した状態とし,さらにヒト唾液由来アミラーゼ添加の有無で比較検討している｡さ
らに阻害剤として,糖尿病治療薬であるアカルボース,糖アルコールのマルトトリイトール,キシリトールを
添加し,酸産生阻害効果の検討を行っている｡
ミュータンスレンサ球菌では,スクロース,グルコース添加時に,著しいpH低下を認めた.加熱処理デン
プンでは,アミラーゼ非存在下においてpHの低下はほとんど認められなかったが,アミラーゼ存在下ではマ
ルトースに匹敵するほどのpHの低下を示した｡ミュータンス以外のレンサ球菌では,グルコース,マルトー
ス,スクロースおよび,アミラーゼ存在下での加熱処理デンプンにおいて,ミュータンスレンサ球菌による加
熱デンプソからのpH低下と同程度のpH低下と酸産生を示した｡アカルボース等の阻害剤は,アミラーゼ存
在下での加熱処理デソプンのpH低下と,酸再生を抑制した｡
以上の結果から,加熱処理デソプンはアミラーゼにより分解され　その結果,分解産物は口腔内の歯垢細菌
による酸産生を誘導することが明らかとなった｡加熱処理デンプソが,他の糖類と同様に,軸蝕誘発性に関与
すること,さらにそれにはミュータンス以外のレンサ球菌の関与も示唆された｡また,加熱処理デソプソによ
るpH低下は,酸産生阻害剤によって抑制できることから,これらを用いた軸蝕誘発性のコントロールが可能
であることも分かった｡本研究の結果は,新しい鮪蝕発生メカニズムの解明と,その抑制法の開発につながる
重要な発見である｡
以上の評価を下に,本研究は博士(歯学)授与に充分値すると判定された｡
＼
- 10-
